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　議会では、村民の皆さんから議会活動や村政の
課題に対する意見や提言をいただき、お互いに理
解を深めながら、ともに村づくりに努めて参りた
いと考えています。
　様々なテーマについて、随時自由に発言してい
ただき、より多くの事について語り合いたいと考
えており、次のとおり開催いたしますので、皆さ
んお誘いあわせの上、是非ご参加ください。

「村民・議員との懇談会」を開催します

新
年
を
迎
え
て

大
潟
村
議
会
議
長

丹
　
野
　
敏
　
彦

◆問い合わせ　　議会事務局　TEL ４５ー２５８７　E-mail：gikai@vill.ogata.lg.jp

日　時 ２月３日（火）13時30分～

会　場 役場　２階

内　容 １．議会活動報告
２．フリートーキング
　　⃝村政全般　⃝議会関連
　　⃝議会改革

日　時 １月30日（金）
　　10時～11時

会　場 健　康　館

議会改革の一環として
「出張  村民・議員との
懇談会」を行います

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
議
会
運
営
や
議
会
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
自
然
災
害
が
県
内
各
地
で
発
生
し
、
水
稲
は
じ
め
多
く
の
農
作

物
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
多
い

年
で
し
た
。

村
で
は
、
幸
い
に
も
ク
マ
に
よ
る
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
森
の
な

い
村
で
す
ら
、
ク
マ
の
駆
除
を
行
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
早
朝
や
夕
方
の
薄
暗

い
時
間
帯
に
外
に
出
る
の
が
こ
ん
な
に
恐
ろ
し
か
っ
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
自
然
災
害
や
ク
マ
被
害
の
な
い
平
穏
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願

う
次
第
で
す
。

議
会
の
使
命
は
、「
村
の
具
体
的
政
策
を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
」、「
執
行
機

関
の
行
財
政
運
営
や
事
務
執
行
を
監
視
す
る
こ
と
」
で
す
。

こ
の
二
つ
の
使
命
を
軸
に
据
え
、
議
員
一
同
、
努
力
し
、
議
員
の
責
務
を
全
う

し
た
い
と
、
新
年
に
あ
た
り
誓
い
を
新
た
に
す
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
、
素
晴
ら
し
い
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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指定管理で運営している公共施設について、令和
８年度からの指定管理者の指定を可決しました。（指定管理期間：令和８年４月１日～令和13年３月31日）

12月定例会 令和７年度
一般・特別・企業会計補正予算可決

公共施設の指定管理者の指定

施　　　設 指定管理者 施　　　設 指定管理者
ふれあい健康館 大潟村社会福祉協議会 多目的運動広場・多目的グラウンド ㈱ルーラル大潟
村民センター 大潟村シルバー人材センター 診療所 社会医療法人正和会
温泉保養センター ㈱ルーラル大潟 特別養護老人ホームひだまり苑 社会福祉法人正和会
産直センター潟の店 ㈱ルーラル大潟 デイサービスセンター 社会福祉法人正和会
ふるさと交流施設 ㈱ルーラル大潟 軽費老人ホーム（ケアハウス） 社会福祉法人正和会

ソーラースポーツライン ㈱ルーラル大潟

⃝�こども誰でも通園制度開始に伴う設備・運営基準条例の設置
⃝�職員、特別職、議員の給与関係条例の改正

⃝⃝温泉保養センター費、冷温水温泉保養センター費、冷温水発生機発生機交換工事費交換工事費
　4,290　4,290万円万円
⃝⃝南部排水機場災害復旧負担金南部排水機場災害復旧負担金
　　410410万万22千円千円

⃝⃝体育館下水道本管移設工事設計委託体育館下水道本管移設工事設計委託
　　198198万円万円

可決した主な事業

可決した主な条例

　

こ
の
条
例
は
秋
田
県
人
事
委
員
会
勧

告
を
鑑
み
て
の
職
員
の
給
与
・
手
当
の

改
定
に
準
じ
、
議
員
の
期
末
手
当
の
改

定
を
行
う
も
の
。
議
員
は
常
勤
で
は
な

く
、
ま
た
現
在
の
報
酬
は
、
議
員
報
酬

の
み
で
生
計
を
立
て
る
性
質
の
も
の
で

は
な
い
。
物
価
や
民
間
企
業
の
給
与
の

変
動
な
ど
を
も
と
に
し
た
人
事
院
勧
告

に
沿
っ
た
改
定
に
馴
染
む
性
質
の
も
の

で
は
な
い
。

　

議
会
基
本
条
例
に
お
い
て
は
、
議
員

報
酬
の
条
例
改
正
案
は
村
民
の
直
接
請

求
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
改
正
理
由

の
説
明
を
付
し
て
必
ず
議
員
が
提
案
す

る
も
の
。
期
末
手
当
に
関
し
て
は
、
議

員
の
報
酬
で
は
な
い
が
、
広
い
意
味
で

は
議
員
の
報
酬
に
含
ま
れ
る
。
秋
田
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、
半
ば
自

動
的
に
変
動
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

討
論

黒
瀬
　
友
基  

議
員

反
対

議
案
第
73
号
「
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
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10月臨時会
（10月15日）

　去る９月定例会で否決された内容を改めた㈱オーリスへの増資を含む議案第71号令和７年度
大潟村一般会計補正予算案が提出されました。その議案に対し、４名の議員より修正動議の提
出があり審議したものの修正動議は否決され、村提出の原案が可決されました。

問 ①村の増資が秋田銀行から提示されている㈱
オーリスへの融資の条件なのか。②社長としての
経営責任はないのか。

【答：村長】①現在、引き渡し遅延に伴い、財務
状況が悪化している状況であり、民間の協力を得
ながら、村は3,300万円という形で増資に応じてい
きたい。②業務上の不都合による事態ではなく、
これからも責務を果たしながら進めていきたい。

問 ①議会への説明が遅れた理由は。②今後の支
援のあり方は。

【答：村長】①カントリー株の譲渡金の状況を見
計らっていたこともあり議会への対応が遅れてし
まった。②今後、更なる増資は考えていない。適
切な運営状況へと、必要に応じた指導も行いたい。

問 補助金の関係で今年度中に事業を完了する為
には、今がタイムリミットなのか。

【答：村長】今年度中に小中学校・こども園・ひだ
まり苑の太陽光発電事業を進める必要があり、本
当に今ぎりぎりの段階である。

〈4名の議員より修正動議が提出された〉
◆提案理由
　議案第71号から㈱オーリスへの出資金3,300
万円を削除するものである。出資増額により事業

　消防広域化に伴う男鹿潟上南秋消防組合設立及び男鹿地区消防
一部事務組合の解散・財産処分、かんがい排水設備基金3,700万円、

観光振興基金2,500万円、定額減税補足給付金の不足分239万７千円、㈱オーリスへの出資金3,300万
円、農業支援サービスサポート事業2,155万５千円。主な財源は、補助金と㈱大潟村カントリーエレベー
ター公社の株譲渡による9,500万円の収入になります。

その他、可決された議案

の位置づけ、村の関わりが大きく異なっているこ
とに対しての村民への説明不足。議会への説明の
不足、議会における審議・議論の不足。村長、オー
リス社長としての行動、及び㈱オーリス運営に問
題があると考える。

問 ①村の増資が増えた場合、村の責任の関わり
が増加してオーリスに対する責任が増えてくると
いう話だが、村の出資が多かれ少なかれ村には大
きな責任があるのではないか。

【答：提出者 黒瀬議員】出資額が大きくなり筆頭
株主になれば、会社としての責任、出資者として
の責任を問われる割合は高まると考える。当初に
あった民間と協力してやっていくという姿勢が一
番重要ではないか。

問 様々な遅延の理由がある状況下、出資額を大
きくし経営基盤を強くすることは、融資する側で
も当然望むことではないか。今回この増資を認め
た上で、改めて議論を重ねても良いのではないか。

【答：提出者 黒瀬議員】ここでの増資が融資を決
めるものではないと思っている。予算を通してし
まえば、通ったのだからもう良いだろうというスタ
ンスでこれまで来ていると感じてる。ここで予算を
通して、その後、きちんと議論をし、何か手立て
を打ってくれるという保証は何もないと考える。

審　議　内　容

㈱オーリスへの増資（3,300万円）を含む
一般会計補正予算案可決
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第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
で
一
番

心
配
さ
れ
る
こ
と
は
、
経
営
が
う

ま
く
い
か
な
く
て
も
、
結
局
最
後

は
自
治
体
が
ど
う
に
か
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
議
案
は
、
脱
炭
素
事
業
継
続

を
す
る
か
否
か
ま
で
い
く
議
論
で

す
。
こ
の
事
業
は
５
年
計
画
で
あ

り
、
道
半
ば
で
す
。
ま
た
、
こ
の

事
業
は
不
特
定
多
数
を
顧
客
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
な
く
、
主
に

公
有
施
設
へ
の
熱
供
給
や
太
陽
光

発
電
事
業
で
あ
り
、
あ
る
程
度
安

定
し
た
事
業
収
入
が
確
実
に
見
込

め
ま
す
。
計
画
ど
お
り
に
事
業
が

進
み
、
計
画
ど
お
り
の
収
益
体
制

を
い
ち
早
く
構
築
す
る
た
め
に

は
、
財
務
体
質
の
強
化
と
併
せ
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
金
融
機
関
と
の
信

頼
関
係
と
絶
大
な
協
力
が
不
可
欠

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

よ
り
運
営
会
社
が
１
日
も
早
く
独

り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
村
の
た
め
に
、

ま
た
、
地
域
住
民
の
た
め
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
今
回
の
増
資
削
減
の

修
正
案
に
つ
い
て
は
反
対
い
た
し

ま
す
。

討

論

　

９
月
議
会
後
、
他
の
株
主
に
増

資
へ
の
理
解
を
求
め
追
加
出
資
の

協
力
を
得
て
、
村
の
増
資
額
を
減

額
し
た
こ
と
は
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

本
件
を
判
断
す
る
際
に
、現
実
、

現
状
を
見
て
、
そ
の
結
果
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
の
か
考
え
る
必
要
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
し
増
資
で
き
な
け
れ
ば
追
加
融

資
も
で
き
な
く
な
り
、
事
業
継
続

が
困
難
に
な
り
、
計
画
断
念
、
補

助
金
返
還
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
、村
が
こ
と
あ
る
ご

と
に
際
限
な
く
補
助
を
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
議
会
の
大
き
な
役
割

は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
す
。

行
政
側
は
議
会
の
議
決
な
し
に
事

業
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
村
民
、
地
域
（
村
）
を
真
摯

に
考
え
必
要
か
不
必
要
か
判
断
し

て
い
く
こ
と
が
我
々
の
責
務
と
思

い
ま
す
。

　

修
正
動
議
に
反
対
で
、
原
案
に

賛
成
し
ま
す
。

　

村
は
令
和
４
年
に
脱
炭
素
先
行

地
域
に
環
境
省
か
ら
選
定
さ
れ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
村

づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
進
め
て
い
る

途
上
で
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
は

国
内
か
ら
大
き
く
注
目
を
集
め
、

先
行
事
例
に
な
る
べ
き
責
務
も
課

三
村

敏
子
議
員

討
論

賛
成

大
井

圭
吾
議
員

討
論

反
対

菅
原

史
夫
議
員

討
論

反
対

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
直
接
取
り
組

む
、
株
式
会
社
オ
ー
リ
ス
へ
の
自

己
資
金
を
増
資
し
安
定
し
た
経
営

基
盤
を
整
え
る
こ
と
は
、
専
門
家

や
取
引
銀
行
か
ら
も
推
奨
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
必
要
不
可
欠
な
状
況

で
す
。

昨
日
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

　

今
回
、
株
式
会
社
オ
ー
リ
ス
の

総
会
は
６
月
に
開
催
さ
れ
、
そ
の

時
点
で
経
営
が
厳
し
い
状
態
で
あ

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
９
月
議
会
で
オ
ー
リ
ス

へ
の
村
か
ら
の
増
資
が
補
正
予
算

案
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

か
ら
村
の
補
正
予
算
で
の
増
資
を

見
込
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
考

え
、
最
初
か
ら
村
か
ら
の
支
援
を

頼
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
問
題

と
考
え
て
い
ま
す
。
自
立
し
た
経

営
を
行
う
努
力
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
修
正
動
議
に
賛
成
い

た
し
ま
す
。

修
正
動
議
に

修
正
動
議
に

修
正
動
議
に

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
イ
エ
ン

ス
氏
と
意
見
交
換
会
を
し
、
そ
の

中
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

り
組
み
は
、
初
期
投
資
は
非
常
に

大
き
な
も
の
に
な
る
が
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
安
定
し
て
少
額
で

抑
え
ら
れ
る
と
い
う
説
明
で
し

た
。

　

村
は
前
回
、
否
決
を
受
け
た
こ

と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
こ
の
こ

と
を
教
訓
に
し
、
今
後
、
丁
寧
な

説
明
と
議
論
を
深
め
、
相
互
理
解

の
上
で
村
の
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

5 大潟村議会だより　162号
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

🆀�
働
き
や
す
い

　
　
　
　
環
境
づ
く
り
を

A�
制
度
を
活
用
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る

問

こ
こ
数
年
、
職
員
の
離
職
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

①
介
護
や
子
育
て
な
ど
あ
る
職
員
に
は
、

時
間
外
勤
務
は
配
慮
し
て
あ
げ
る
温
か
さ

も
必
要
で
は
。

②
休
職
者
の
業
務
を
兼
務
す
る
負
担
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
職
員
は
何
名
増
や
す
予
定

か
。

③
職
員
の
離
職
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答  

村
長

①
管
理
職
員
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
家
庭
状
況
等
に
応
じ
た
働
き
方
を

選
択
し
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
よ
う
、徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

②
現
在
の
職
員
定
数
63
名
を
70
名
に
し
、

実
動
職
員
数
を
66
名
程
度
に
し
た
い
。

③
休
業
等
を
必
要
と
す
る
職
員
が
、
一
層

制
度
を
活
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
休

業
し
た
後
も
、
他
の
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
弾
力
性
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

🆀�
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
活
用
を

A�
調
査
研
究
を
し
て
、
制
度
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く

問

高
齢
者
が
介
護
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
場
合
、ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

実
績
に
応
じ
て
介
護
保
険
料
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
仕
組
み
が
作
れ
る
介
護
予
防
事

業
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト

還
元
は
、
一
層
の
励
み
に
も
な
り
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
も
な
る
。
ぜ
ひ
、

活
用
す
べ
き
で
は
。

答  

村
長

次
年
度
か
ら
、
１
年
程
度
社

会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
と
も
に

調
査
研
究

し
、
ど
う

い
う
形
で

進
め
て
い

く
か
、
制

度
の
あ
り

方
を
考
え

た
い
。
事

業
運
営
は

１
年
後
を

目
安
と
し

た
い
。

詳細は
コチラ

菅原アキ子 議員

🆀�
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会

の
設
立
を

A�
村
民
も
入
る
形
で
進
め
て
い
き

た
い

問

10
月
臨
時
会
以
降
、
村
の
中
核
を
担

う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
事
業
に
つ

い
て
村
民
へ
の
説
明
責
任
が
不
足
し
て
い

る
。
広
報
以
外
で
何
の
説
明
も
な
い
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
透
明
性

を
保
つ
た
め
に
も
、
村
・

事
業
者
・
行
政
・
議
会

が
一
体
と
な
り
進
捗
を

共
有
す
る
場
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
の
よ

う
な
場
の
設
立
を
早
急

に
希
望
す
る
。

答  
村
長

以
前
か
ら
、

そ
う
し
た
場
を
持
ち
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
村

内
に
は
既
に
先
行
し
て

事
業
を
進
め
て
い
る
潟

共
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
る
。

ぜ
ひ
皆
で
村
の
脱
炭
素

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
貢
献
で
き
る
形
で

活
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

る
。🆀�

村
の
観
光
戦
略
推
進
は

A�
空
港
を
核
と
し
た
役
割
も
含
め

検
討
し
て
い
く

問

大
館
能
代
空
港
に
は
空
港
の
利
用
促

進
を
担
う
、
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協

議
会
が
あ
る
。
こ
の
団
体
は
現
在
58
の
市

町
村
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
村
の
参

入
は
未
だ
で
あ
る
。

　

村
に
は
他
市
町
村
と
競
合
で
き
る
歴
史

背
景
や
広
大
な
田
園
風
景
、
他
と
差
別

化
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
あ
る
。
秋
田

空
港
同
様
、
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

を
希
望
す
る
と
と
も
に
、

ル
ー
ラ
ル
・
温
泉
等
の
経

営
力
強
化
に
も
つ
な
が
る

こ
の
団
体
へ
の
加
入
を
強

く
要
望
す
る
。

答  

村
長

こ
れ
ま
で

は
主
に
秋
田
空
港
を
活

用
し
た
情
報
発
信
や
誘

客
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
、
得
ら
れ
る
効

果
や
役
割
を
見
極
め
な

が
ら
調
査
し
た
上
で
、

大
館
能
代
空
港
利
用
促

進
協
議
会
へ
の
参
入
を

検
討
し
て
い
く
。

大館能代空港

ボランティアによる体操

詳細は
コチラ

松雪　照美 議員
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

🆀�
村
内
の
空
き
家
状
況
と
有

効
な
利
活
用
を

A�
空
き
家
、
空
き
地
は
19
件

問

①
大
潟
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
こ
れ
ま

で
の
掲
載
物
件
数
と
成
約
し
た
実
績
は
。

②
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
で
特
別
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
。
③
村
に
は
何
件
の
空

き
家
や
空
き
地
が
あ
る
の
か
。
④
土
地
や

🆀�
米
価
高
騰
に
よ
る
今
後
の

村
農
業
の
方
向
性
は

A�
継
続
し
て
畑
作
振
興
を
進
め
る

問

昨
年
か
ら
の
米
価
急
騰
に
よ
り
、
米

離
れ
、
需
要
の
縮
小
、
在
庫
だ
ぶ
つ
き
に

よ
る
米
価
暴
落
が
懸
念
さ
れ
、
今
後
の
作

付
け
に
悩
む
生
産
者
も
少
な
く
な
い
。

①
米
に
過
度
に
頼
ら
ず
、
複
合
経
営
を
振

興
し
て
き
た
村
の
今
後
の
方
向
性
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

家
屋
の
所
有
者
と
連
絡
が
つ
か
な
い
物
件

が
あ
る
か
。
⑤
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
活
用

や
助
成
金
制
度
な
ど
村
と
し
て
何
か
特
別

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
村
長

①
掲
載
物
件
数
は
現
在
の
物

件
と
合
わ
せ
て
計
２
件
。
成
約
実
績
は
ゼ

ロ
。
②
空
き
家
状
況
を
確
認
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
的
な
役
割
を
担
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
③
空
き
家
、
空
き
地
は

併
せ
て
19
件
。
④
現
在
の
と
こ
ろ
連
絡
が

つ
か
な
い
物
件
は
な
い
。
⑤
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
や
移
住
体
験
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

補
助
も
検
討
し
た
い
。

🆀
営
農
訓
練
所
制
度
の
創
設
を

A�
県
の
取
り
組
み
に
参
画
し
た
い

問

新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
た
め
に
一

般
に
言
わ
れ
る
農
業
研
修
制
度
（
案
：
訓

練
所
制
度
）
を
村
独
自
に
取
組
ん
で
み
て

は
。

答
村
長

村
独
自
で
の
取
り
組
み
を
す

る
よ
り
は
、
現
在
、
秋
田
県
で
市
町
村
や

農
機
具
メ
ー
カ
ー
、
金
融
機
関
が
一
体
と

な
っ
た
担
い
手
育
成
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
親
元
就
農
者
に

限
ら
ず
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
を
す
る

仕
組
み
の
構
築
を
計
っ
て
い
る
。
村
と
し

て
は
こ
の
取
組
に
参
画
す
る
こ
と
で
幅
広

い
人
材
へ
学
び
の
場
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

②
畑
作
振
興
に
は
稲
作
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が

な
け
れ
ば
取
り
組
め
な
い
。
安
定
し
た
営

農
を
継
続
で
き
る
米
価
格
に
す
る
た
め
に

も
、
国
の
政
策
と
し
て
大
幅
な
振
興
策
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
農
業
の
村
で
あ
る
大

潟
村
の
ト
ッ
プ
が
強
く
要
望
、
提
言
す
る

必
要
が
あ
る
が
村
長
の
考
え
は
。

答
村
長

①
米
を
主
軸
と
し
な
が
ら

も
、
戦
略
作
物
や
高
収
益
作
物
と
の
複
合

経
営
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
を
進
め
る
。

②
９
年
度
に
始
ま
る
国
の
新
た
な
農
業
政

策
に
は
、
農
業
に
希
望
を
持
て
る
施
策
へ

の
転
換
を
国
へ
要
望
し
、
持
続
可
能
な
力

強
い
農
業
を
推
進
し
て
い
く
。

🆀
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
進
捗
は

A�
万
全
の
準
備
を
進
め
て
い
る

問

こ
の
制
度
は
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
の

未
就
園
児
が
対
象
で
、
保
護
者
の
就
労
に

関
係
な
く
月
の
一
定
時
間
、
一
時
預
か
り

で
き
８
年
４
月
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

実
施
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
職

員
体
制
は
。

答
村
長

12
月
議
会
に
関
係
条
例
の
制

定
、
１
月
に
広
報
紙
や
母
子
健
康
手
帳
ア

プ
リ
「
ボ
シ
モ
」
を
活
用
し
て
制
度
の
周

知
を
、
２
月
か
ら
は
利
用
者
登
録
を
開
始

す
る
予
定
。
ま
た
付
随
す
る
業
務
が
増
え

る
た
め
、
保
育
資
格
を
持
っ
た
会
計
年
度

任
用
職
員
１
名
を
募
集
し
た
い
。

空き家バンクのホームページ

米価高騰で懸念される高収益作物

詳細は
コチラ

大井　圭吾 議員

詳細は
コチラ

菅原　史夫 議員
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

🆀�
自
治
会
役
員
女
性
参
画
推

進
事
業
を

A�
来
年
度
予
算
編
成
で
検
討
す
る

問

兵
庫
県
小
野
市
で
は
、「
自
治
会
役

員
女
性
参
画
推
進
事
業
補
助
金
」
の
事
業

を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
女
性
役
員
を

登
用
す
る
自
治
会
の
割
合
は
15
％
か
ら

60
％
に
増
え
た
。
小
野
市
の
よ
う
な
事

例
を
参
考
に
突
破
口
を
切
り
開
い
て
は
。

答  

村
長

一
昨
年
に
行
っ
た
自
治
会
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
治
会
長
10
名
が
自
治

会
の
運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
役
員
の

負
担
が
大
き
い
と
回
答
。
誰
も
や
り
た
が

ら
ず
、
押
し
付
け
合
い
に
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。
自
治
会
役
員
へ
の

女
性
参
画
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
女
性

役
員
の
登
用
奨
励
は
、
来
年
度
予
算
編
成

の
中
で
検
討
す
る
。

🆀�
多
く
の
計
画
策
定
全
般
の

見
直
し
を

A�
検
討
、
見
直
す
と
こ
ろ
も
あ
る

問

①
国
で
は
計
画
策
定
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
村
で
は
見
直
し
て
い
る

か
。

②
総
合
村
づ
く
り
計
画
を
８
年
間
か
ら
10

年
間
と
し
て
は
。

③
業
者
へ
委
託
せ
ず
職
員
と
村
民
と
で
作

り
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
も
っ
と
簡
単
に
。

答  

村
長

①
平
成
23
年
の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
り
総
合
村
づ
く
り
計
画
策
定
の

義
務
付
け
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
国
が
計

画
を
整
理
し
て
い
く
か
注
視
し
て
い
く
。

②
期
間
は
検
討
し
て
い
く
。

③
委
託
業
者
の
専
門
性
と
地
域
の
現
状
・

課
題
を
知
る
職
員
の
知
見
と
で
、
実
効
性

の
高
い
計
画
が
で
き
る
。

④
ア
ン
ケ
ー
ト
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

国立女性会館理事長 萩原なつ子氏講演会

詳細は
コチラ

三村　敏子 議員

🆀�
村
職
員
の

　
　
業
務
分
析
と
効
率
化
を

A�
Ｄ
Ｘ
推
進
と
並
行
し
て
検
討
し

て
い
く

問

村
職
員
の
業
務
に
つ
い
て
、
業
務
の

引
継
ぎ
不
足
や
共
有
不
足
に
よ
る
混
乱
が

発
生
し
て
い
る
。
業
務
の
共
有
や
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
化
な
ど
引
継
ぎ
に
備
え
た
活
動
を

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
一
度
徹
底
的
に
業

務
の
洗
い
出
し
を
し
た
上
で
効
率
化
を
推

進
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答  

村
長

年
度
初
め
に
年
間
事
業
計
画

を
作
成
し
、
所
属
職
員
に
お
い
て
共
有
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
日
常
業
務
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
情
報
を
共
有
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
面
が
あ
る
。

　

今
後
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

Ａ
Ｉ
等
の
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に
、
業

務
洗
い
出
し
の
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

🆀�
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の

　
　
村
の
関
与
に
ル
ー
ル
を

A�
条
例
等
で
ル
ー
ル
を
作
成
す
る

問

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
村
と
し

て
関
与
の
方
針
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
経
営
の
専
門
家
か
ら
意
見
を
聞

く
体
制
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

村
長

村
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
主

体
的
な
健
全
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
を
原

則
に
、
適
切
な
指
導
、
監
督
、
要
請
や
必

要
な
支
援
を
行
う
に
当
た
り
、
一
定
の
判

断
基
準
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
学
識
経
験

者
等
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
定
め
て
い
く
。

職員の業務効率化は

詳細は
コチラ

齋藤　牧人 議員
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

🆀�
入
植
者
の
言
葉
を
声
や
映

像
で
残
す
取
り
組
み
は

A�
音
声
の
み
な
ら
ず
映
像
で
残
す

事
も
検
討
し
て
い
る

問

干
拓
博
物
館
の
教
育
普
及
活
動
の
推

進
の
中
で
、
入
植
者
の
声
や
映
像
を
保
管

し
、
後
世
に
残
す
必
要
が
あ
る
と
の
記
載

が
あ
る
が
、
進
捗
は
。

答  

教
育
長

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
博

物
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
村
内
を
ガ
イ
ド
し
て
い
る
時
の

音
声
を
既
に
記
録
し
て
い
る
。
今
後
は
ガ

イ
ド
し
て
い
る
様
子
を
撮
影
し
、
保
存
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
入

植
者
に
対
し
て
入
植
当
時
の
想
い
や
体
験

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
記
録

を
保
存
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り
、
博
物

館
内
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
な

ど
し
て
い
き
た
い
。

🆀�
祝
日
保
育
の
現
場
の
負
担

感
や
実
現
可
能
性
は

A�
実
現
可
能
性
は
現
段
階
で
は
低
い

問

日
曜
も
含
め
た
完
全
な
休
日
保
育
と

比
べ
て
、
土
曜
・
祝
日
保
育
の
場
合
の
現

場
の
方
々
の
負
担
感
や
実
現
可
能
性
に
違

い
は
あ
る
か
。

答  

教
育
長

日
数
の
違
い
に
比
例
し
て

負
担
感
も
大
き
く
変
わ
る
。
保
育
教
諭
に

つ
い
て
、
机
上
の
計
算
で
は
あ
る
が
、
祝

日
保
育
を
実
施
し
た
場
合
１
名
の
増
員
が

必
要
で
、
祝
日
・
日
曜
保
育
を
実
施
し
た

場
合
３
名
の
増
員
が
必
要
。
ま
た
、
休
日

勤
務
と
い
う
労
働
条
件
が
加
わ
る
為
、
働

き
方
へ
の
配
慮
も
新
た
に
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
る
。
実
現
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
条
件
を
考
慮
す
る
と
ど
ち
ら

も
実
現
可
能
性
に
大
き
な
違
い
は
な
く
、

現
段
階
で
は
低
い
と
考
え
る
。

そ
の
他　

㈱
オ
ー
リ
ス
の
現
況
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

村の歴史紙芝居
詳細は
コチラ

松橋　拓郎 議員

🆀�
㈱
オ
ー
リ
ス
へ
の
各
民
間

企
業
か
ら
の
増
資
は

A�
回
答
を
控
え
る

問

10
月
の
臨
時
会
前
の
全
員

協
議
会
で
は
、
村
内
外
計
８
社

が
増
資
予
定
と
の
説
明
を
受
け

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
増
資
の
可

否
、
増
資
額
の
状
況
は
。

答  

村
長

各
社
の
持
ち
株
数

は
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
判
断

に
よ
る
も
の
で
あ
り
回
答
を
控

え
る
。

問

民
間
各
社
の
増
資
の
状
況

が
、
今
回
の
村
の
増
資
を
決
め

る
に
あ
た
っ
た
経
緯
が
あ
る
以

上
は
、
ど
こ
の
会
社
が
増
資
し

た
か
は
説
明
す
べ
き
で
は
。

答  

村
長

現
在
交
渉
し
て
い

る
最
中
で
も
あ
り
、
社
名
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

🆀�
第
三
セ
ク
タ
ー
の
社
長
の

交
代
を

A�
脱
炭
素
事
業
完
了
ま
で
は
私
が

担
う
の
が
望
ま
し
い

問

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化
に
取

り
組
む
上
で
、
自
治
体
の
関
与
の
あ
り
方

な
ど
を
定
め
た
指
針
を
策
定
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
㈱
オ
ー
リ
ス
の
代
表
者
と
村

長
の
立
場
を
切
り
分
け
ら
れ
て
な
い
た
め

早
急
に
代
表
者
を
変
え
る
べ
き
で
は
。

答  

村
長

村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
関

与
は
、
透
明
性
が
よ
り
強
固
に
確
保
さ
れ

る
よ
う
必
要
な
条
例
、
指
針
を
策
定
し
て

い
く
。
人
的
関

与
も
、
ど
う
い

う
形
が
最
も

望
ま
し
い
か

条
例
、
指
針
で

し
っ
か
り
明
示

す
る
。
そ
う

し
た
中
で
は

あ
る
が
、現
在
、

環
境
省
の
脱

炭
素
事
業
を

今
進
め
て
い
る

状
況
で
、
事

業
完
了
ま
で

は
私
が
担
っ
て

い
く
の
が
望
ま

し
い
と
考
え
て

い
る
。

詳細は
コチラ

黒瀬　友基 議員

第三セクター、自治体関与のあり方は



◆問  

デ
ン
マ
ー
ク
で
の
意
見
交
換

の
中
で
、
子
供
た
ち
の
交
流
や
研

修
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
か
。

答  

村
長　

村
か
ら
の
視
察
や
研

修
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
。

「こども誰でも通園制度」の受け入れ体制は

◆問  

①
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
認
定

さ
れ
た
の
か
。
②
認
定
さ
れ
た
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
③
他
に
も
認

括総 疑質括総 疑質

定
さ
れ
る
具
体
的
な
も
の
は
あ
る

か
。
④
認
定
さ
れ
た
公
民
館
の
修

繕
費
等
は
国
の
補
助
等
あ
る
か
。

⑤
公
民
館
を
改
修
す
る
場
合
、
制

限
は
あ
る
か
。
⑥
展
望
台
の
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答  
教
育
次
長　

①
モ
デ
ル
住
宅

審
査
の
際
、
打
ち
合
わ
せ
会
場
が

公
民
館
だ
っ
た
。
審
査
員
が
非
常

に
興
味
を
示
し
、
公
民
館
を
建
設

し
た
経
緯
も
歴
史
的
価
値
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
度
申
請
し

た
。
②
価
値
を
保
存
し
て
後
世
に

伝
え
る
こ
と
。
観
光
や
交
流
人
口

に
繋
げ
経
済
へ
波
及
す
る
こ
と
。

③
文
化
財
の
認
定
に
ふ
さ
わ
し
い

候
補
が
あ
れ
ば
申
請
し
た
い
が
、

特
定
し
た
も
の
は
な
い
。
④
修
繕

費
は
文
化
庁
か
ら
は
な
い
。
⑤
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
外
観

の
改
修
す
る
と
き
は
確
認
の
必
要

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
大
規
模
改
修

は
考
え
て
い
な
い
。
⑥
パ
ネ
ル
や

景
色
の
解
説
の
展
示
は
あ
る
が
、

こ
の
機
会
に
何
か
新
た
に
工
夫
し

た
い
。

◆問  

職
員
の
土
曜
日
の
出
務
が
、

負
担
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
営
利

目
的
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
民

間
に
委
託
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答  

産
業
振
興
課
長　

時
間
外
勤

務
手
当
や
代
休
で
対
応
し
て
い

る
。
外
部
委
託
す
る
よ
り
も
、
お

客
様
と
接
し
村
の
メ
イ
ン
で
あ
る

お
米
を
み
な
さ
ん
に
届
け
た
い
。

◆問  

来
年
１
月
に
村
の
中
学
生
が

台
湾
に
渡
航
す
る
が
、
関
係
者
・

保
護
者
・
生
徒
か
ら
不
安
の
声
は

あ
る
か
。

歴史的価値が認められた公民館

デンマーク帰国報告会

楽しく触れあった交流事業

答  

教
育
次
長　

現
時
点
で
は
、

そ
う
い
っ
た
声
は
な
い
。

問  

歓
迎
会
や
周
辺
地
域
も
回

り
、
英
語
で
の
交
流
を
し
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
来
た
方
々
の
反
応

や
意
見
は
。

答  

教
育
長　
「
大
潟
村
の
歴
史

や
秋
田
の
文
化
を
知
る
こ
と
が
新

鮮
だ
っ
た
。」「
教
育
現
場
を
見
た

こ
と
が
非
常
に
良
か
っ
た
。」「
部

活
動
な
ど
触
れ
合
っ
て
楽
し
く
過

ご
す
場
面
も
あ
っ
た
。」
等
良
い

思
い
出
が
で
き
た
と
い
う
お
話
を

伺
っ
て
い
る
。

10令和８年１月15日



スムーズな乳児等受け入れ体制を

脱炭素事業を担う㈱オーリス

◆問  

こ
ど
も
家
庭
庁
で
示
し
て

い
る
※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を

使
っ
て
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答  

教
育
次
長　

そ
の
仕
組
み

を
使
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

問  

様
々
な
管
理
が
一
元
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
か
な
り
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
。

答  

教
育
長　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
が
ど
こ
ま
で
活
用
で
き
る
の

か
把
握
し
て
い
な
い
。
職
員
の
負

担
軽
減
も
考
え
、
研
修
・
調
査
し

て
い
く
。

問  

受
け
入
れ
る
こ
ど
も
の
枠
は

３
人
で
、
０
歳
１
人
、
１
歳
１
人
、

２
歳
１
人
と
い
う
こ
と
だ
が
、
申

し
込
み
は
早
い
も
の
順
な
の
か
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
一
時
預

か
り
の
制
度
も
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
。

答  

教
育
次
長　

申
し
込
み
は

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
の
登
録
と
な

る
と
思
う
が
弾
力
的
に
考
え
て
い

く
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は

１
人
、
月
10
時
間
ま
で
。
１
日
３

時
間
の
目
安
で
あ
る
。
そ
れ
以
上

は
一
時
預
か
り
が
、
料
金
・
給
食

を
考
え
る
と
有
利
に
な
る
。
月
14

日
使
え
る
。

　

申
し
込
み
状
況
や
、
保
育
士
の

配
置
を
見
な
が
ら
決
め
て
い
く
。

◆問  

①
カ
ー
ナ
ビ
搭
載
公
用
車
に

未
契
約
の
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。

②
「
テ
レ
ビ
受
信
機
能
を
有
す
る

カ
ー
ナ
ビ
6
台
の
う
ち
、
機
能
切

断
が
難
し
い
1
台
を
除
き
、
機
能

を
切
断
し
」
と
あ
る
が
、
災
害
時

テ
レ
ビ
も
情
報
収
集
に
あ
る
程
度

必
要
で
は
。
③
時
効
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答  

税
務
会
計
課
長　

①
全
て
受

信
機
能
の
あ
る
も
の
は
、
未
契
約

だ
っ
た
。
②
テ
レ
ビ
受
信
機
能
は

な
い
状
況
に
な
る
が
、
ラ
ジ
オ
で

対
応
す
る
。
③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
設

備
を
設
置
し
た
場
合
、
受
信
料
の

契
約
義
務
が
発
生
す
る
。し
か
し
、

未
契
約
で
あ
っ
た
た
め
契
約
日
か

ら
の
時
効
は
成
立
し
な
い
。

◆問  

①
熊
が
総
合
中
心
地
に
出
没

し
た
場
合
、
住
宅
・
格
納
庫
・
田

圃
の
農
舎
に
居
座
っ
た
場
合
、
の

対
応
を
協
議
し
て
い
る
か
。
②
山

形
で
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
職
員
が
熊

に
襲
わ
れ
怪
我
を
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
職
員
の

安
全
確
保
は
。
③
熊
を
見
か
け
た

場
合
の
通
報
先
の
周
知
を
。
④
有

害
鳥
獣
駆
除
に
お
け
る
報
酬
改
定

は
、
い
つ
改
定
に
な
る
の
か
。

答  

産
業
振
興
課
長　

①
緊
急
銃

猟
や
捕
獲
な
ど
手
順
に
つ
い
て

は
、
周
辺
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
い

く
。
②
巡
回
す
る
際
は
、
熊
を
目

撃
し
て
も
車
か
ら
降
り
ず
、
熊
を

抑
止
す
る
た
め
に
巡
回
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
③
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
周
知
に
努
め
る
。
④
情
報
収

集
し
、
年
内
に
決
め
た
い
。

◆問  

７
年
度
分
の
申
告
相
談
か
ら

青
色
申
告
と
消
費
税
の
受
付
は
原

則
行
わ
な
い
と
い
う
の
は
、
突
然

す
ぎ
な
い
か
。

答  

税
務
会
計
課
長　

国
税
庁
で

は
、
電
子
申
告
が
強
く
推
進
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
で

は
、
青
色
申
告
や
消
費
税
等
に
関

し
て
は
受
け
入
れ
し
て
い
な
い
。

◆問  

台
湾
虎
尾
中
学
校
の
事
業

は
、
大
潟
村
こ
ど
も
海
外
交
流
事

業
実
行
委
員
会
の
事
業
で
あ
る
と

思
う
が
、
村
が
主
体
の
よ
う
な
表

現
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

※
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

　

政
府
機
関
の
シ
ス
テ
ム
を
共

通
化
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強

化
し
つ
つ
コ
ス
ト
削
減
と
業
務

効
率
化
を
図
る
取
り
組
み
。

答  

総
務
企
画
課
長　

村
が
実
施

主
体
で
な
く
て
も
村
が
全
面
的
に

支
援
し
て
い
る
事
業
も
報
告
し
て

い
る
。
村
政
報
告
の
表
現
は
、
誤

解
の
な
い
よ
う
な
表
現
に
努
め

る
。

問  

脱
炭
素
事
業
で
も
、
㈱
オ
ー

リ
ス
の
事
業
を
村
が
行
っ
て
い
る

事
業
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い

る
。

答  

生
活
環
境
課
長　

主
体
を

は
っ
き
り
明
ら
か
に
し
て
、
わ
か

り
や
す
い
行
政
報
告
を
ま
と
め
た

い
。
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常
任
委
員
会

⃝

指
定
管
理
料
の
増
加
理
由
は

問

村
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

料
が
前
回
よ
り
７
０
０
万
円
ほ
ど

増
加
し
た
理
由
は
。

答

人
件
費
の
増
加
が
主
な
要
因

で
あ
る
。

生
活
環
境
課
部
門

問

清
掃
費
の
計
画
策
定
事
業
費

負
担
金
に
つ
い
て
、
広
域
化
に
向

け
て
補
助
事
業
を
得
る
た
め
と
の

こ
と
だ
が
、
計
画
自
体
は
今
年
度

で
策
定
を
完
了
し
、
今
年
度
の
み

の
予
算
と
い
う
こ
と
か
。

答

予
算
計
上
し
て
い
る
計
画
は

今
年
度
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
施
設
建
設
に
あ
た
り
様
々
な

計
画
を
今
後
策
定
し
て
い
く
が
、

次
年
度
以
降
と
な
っ
て
い
る
。

問

４
月
１
日
か
ら
新
し
く
男
鹿

潟
上
南
秋
消
防
組
合
が
で
き
る

が
、
そ
こ
に
対
す
る
負
担
金
な
ど

何
ら
か
の
経
費
が
今
後
出
て
く
る

の
か
。

答

新
消
防
組
合
で
４
月
１
日
ま

で
に
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
補
正
予
算
の

増
額
分
に
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
中
身
は
、
無

線
ラ
イ
セ
ン
ス
、
公
印
、

身
分
証
、
財
務
、
文
書
、

庶
務
、
人
事
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
を
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
を
含

ん
だ
額
と
な
っ
て
い
る
。

問

村
民
体
育
館
を
南

側
に
増
築
す
る
こ
と
で

下
水
道
に
何
メ
ー
ト
ル

影
響
が
出
る
の
か
。

答

実
際
に
試
掘
し
て

地
下
水
の
影
響
な
ど
を

見
て
判
断
す
る
こ
と
に

委
員
長
工
藤

勝

生
活
産
業

議会常任委員会審議議会常任委員会審議
12月定例会

●各常任委員会での質疑応答の主なものを掲載●

な
る
。
た
だ
影
響
す
る
部
分
が
野

球
場
か
ら
体
育
館
ま
で
の
間
な
の

で
20
ｍ
程
度
か
と
想
定
し
て
い

る
。産

業
振
興
課
、農
業
委
員
会

部
門

問

農
業
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
資
格
で

２
１
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

何
人
分
な
の
か
。

答 

13
名
分
の
資
格
取
得
に
か
か

る
も
の
で
あ
る
。

問
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
も
桜

と
菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が

主
催
で
来
年
も
や
っ
て
い
く
の

か
。

答

名
称
は
改
め
て
検
討
す
る
に

し
て
も
、
引
き
続
き
両
イ
ベ
ン
ト

を
一
つ
の
実
行
委
員
会
で
や
っ
て

い
き
た
い
。

問

南
部
排
水
機
場
の
雷
被
害
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
復
旧
工
事
を

す
る
の
か
。

答

こ
れ
か
ら
工
事
に
な
る
。
今

現
在
は
県
の
応
急
処
置
で
対
応
し

て
い
る
。

農業支援サービスサポート事業で購入したドローン

ひまわりロード

12令和８年１月15日



問

冬
季
に
医
療
費
が
増
額
す
る

の
は
、検
診
結
果
に
よ
る
も
の
か
。

答

３
年
間
の
平
均
は
、
１
・
23

倍
、最
大
は
１
・
４
倍
の
増
で
あ
っ

た
。教

育
委
員
会
部
門

問

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
は
、
月

10
時
間
以
内
利
用
の
制
度
が
、
既

存
の
一
時
預
か
り
保
育
に
追
加
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

答

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問

年
齢
別
受
け
入
れ
人
数
は
。

答

年
齢
別
定
員
は
０
歳
、
１
歳
、

２
歳
、そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
で
あ
る
。

問

３
名
し
か
増
え
な
い
理
由

は
。

答

こ
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
の

た
め
、
受
け
入
れ
体
制
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

問

虐
待
が
疑
わ
れ
る
児
童
を
目

に
し
た
場
合
の
通
報
先
は
。

答

教
育
委
員
会
、
県
、
児
童
相

談
所
に
な
る
。

問

雷
に
よ
る
災
害
復
旧
費
は
過

去
に
も
あ
っ
た
の
か
。

答

近
年
の
事
例
は
な
い
。
農
業

用
施
設
の
計
上
は
久
し
ぶ
り
で
あ

る
。福

祉
保
健
課
部
門

問

ふ
れ
あ
い
健
康
館
の
指
定
管

理
料
、
増
額
の
内
訳
は
。

答

光
熱
水
費
、
燃
料
、
日
直
代

行
業
務
等
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

問

診
療
所
の
指
定
管
理
料
減
額

の
理
由
は
。

答

９
年
度
か
ら
人
件
費
を
含
み
、

正
和
会
に
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。

常
任
委
員
会

委
員
長
松
雪

照
美

総
務
福

教
育

祉

総
務
企
画
課
部
門

問

今
回
の
識
別
番
号
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
関
連
は
。

答

識
別
番
号
は
シ
ス
テ
ム
管
理

用
の
番
号
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
は
別
で
あ
る
。
個
人
が
使
用

す
る
も
の
で
は
な
い
。

問

職
員
の
育
児
休
業
、第
1
号
、

第
2
号
部
分
休
業
の
違
い
は
。

答

第
１
号
部
分
休
業
は
１
日
に

つ
き
２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
の
取

得
が
可
能
。
第
２
号
は
年
10
日
相

当
、
１
時
間
単
位
の
取
得
で
あ
る
。

第
１
号
２
号
と
も
無
給
休
業
と
な

る
。 ⃝

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
年
齢
別

受
け
入
れ
人
数
は

議 会 活 動 報 告

　

井
川
町
で
南
秋
田
郡
町

村
議
会
議
員
大
会
が
行
わ

れ
、
演
題
「
南
秋
田
郡
各

町
村
の
財
務
状
況
」
講
師

財
務
省
東
北
財
務
局
秋
田

財
務
事
務
所
長
関
正
人
氏

に
よ
る
講
演
を
聴
講
す
る

と
共
に
、
周
辺
自
治
体
議

員
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

南
秋
田
郡
町
村
議
会
議
員
大
会
開
催

（
10
月
28
日
）

　

年
1
回
開
催
さ
れ
る
大

潟
村
４
団
体
（
Ｊ
Ａ
大
潟

村
・
土
地
改
良
区
・
農
業

委
員
会
・
議
会
）
連
絡
協

議
会
が
、
12
月
15
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
も
み
殻

バ
イ
オ
マ
ス
地
域
熱
供
給

プ
ラ
ン
ト
」
視
察
後
、
㈱

利
活
用
秋
田
社
長
大
木

隆
氏
に
よ
る
「
昨
今
の
米

流
通
事
情
に
つ
い
て
の
報

告
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

大
潟
村
４
団
体
連
絡
協
議
会
開
催

（
12
月
15
日
）

13 大潟村議会だより　162号



出張 村民と議員との懇談会 報告出張 村民と議員との懇談会 報告

　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（重点支援地方交付金）に関連する
各種事業を盛り込んだ一般会計補正予算案が全会一致で可決されました。

～重点支援地方交付金関連事業～

暮らし応援商品券事業‌ １人あたり２万円の商品券支給

低所得世帯等へ１世帯あたり１万２千円を支給灯油購入費緊急助成事業

０歳から高校３年生までの子ども１人あたり
２万５千円の子育て応援手当を支給

物価高対応子育て応援手当支給事業

食材料費・光熱水費等への助成介護保険施設・障害者施設への物価高騰対策事業

重点支援地方交付金関連事業の実施に伴う
一般会計補正予算案可決

12月臨時会（12月25日）

　12月９日に議員と農協青年部との懇談会が行われ、議会から４名、青年部から16名の
参加があり若手農業者との意見交換が活発に行われました。
　懇談会でのご意見などの一部を紹介いたします。

　若手ならではの今後の取り組みについて､ 関心の高さが伺える貴重な懇談会でした。

⃝議員定数と議員報酬の在り方
⃝体育館増設工事の規模や今後のスケジュール
⃝スマート農業における※RTK基地局の整備の拡充
⃝米価高騰が続く中、今後の農家所得の向上
⃝農業以外の産業育成
⃝宅地分譲と既存住宅の空き家対策
⃝稲作以外の作物（畑作、園芸作物等）振興

※ＲＴＫ基地局：位置情報をリアルタイムで算定し移動局の測位精度を向上させる。

14令和８年１月15日



令和７年第６回（10月）臨時会審議結果一覧 【○】：賛成　【×】：反対　【議】：議長　【欠】：欠席
【棄】：棄権　【除】：除斥　【不】：議場に不在

議
案
等

議
件
番
号

議
件
名

議
決
月
日

議
決
の
結
果

評
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

松
本
正
明

菅
原
ア
キ
子

川
渕
文
雄

黒
瀬
友
基

松
橋
拓
郎

菅
原
史
夫

齋
藤
牧
人

松
雪
照
美

三
村
敏
子

大
井
圭
吾

工
藤　

勝

丹
野
敏
彦

当
局
提
出

議案第67号 男鹿潟上南秋消防組合の設立について 10/15 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第68号 男鹿地区消防一部事務組合規約の一部変更について 10/15 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第69号 男鹿地区消防一部事務組合の解散について 10/15 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第70号 男鹿地区消防一部事務組合の解散に伴う財産処分について 10/15 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議
員
提
出

修正案（議案第71号） 議案第71号　令和7年度大潟村一般会計補正予算案に対する修正案 10/15 否決 11 4 7 ○ ○ × ○ × × × × ○ × × 議

当
局
提
出
議案第71号 令和7年度大潟村一般会計補正予算案 10/15 原案可決 11 7 4 × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

令和７年第８回（12月）臨時会審議結果一覧 【○】：賛成　【×】：反対　【議】：議長　【欠】：欠席
【棄】：棄権　【除】：除斥　【不】：議場に不在

議
案
等

議
件
番
号

議
件
名

議
決
月
日

議
決
の
結
果

評
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

松
本
正
明

菅
原
ア
キ
子

川
渕
文
雄

黒
瀬
友
基

松
橋
拓
郎

菅
原
史
夫

齋
藤
牧
人

松
雪
照
美

三
村
敏
子

大
井
圭
吾

工
藤　

勝

丹
野
敏
彦

当
局
提
出

議案第98号 秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更について 12/25 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第99号 令和７年度大潟村一般会計補正予算案 12/25 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和７年第７回（12月）定例会審議結果一覧 【○】：賛成　【×】：反対　【議】：議長　【欠】：欠席
【棄】：棄権　【除】：除斥　【不】：議場に不在

議
案
等

議
件
番
号

議
件
名

議
決
月
日

議
決
の
結
果

評
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

松
本
正
明

菅
原
ア
キ
子

川
渕
文
雄

黒
瀬
友
基

松
橋
拓
郎

菅
原
史
夫

齋
藤
牧
人

松
雪
照
美

三
村
敏
子

大
井
圭
吾

工
藤　

勝

丹
野
敏
彦

当　
　

局　
　

提　
　

出

議案第72号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 12/3 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第73号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案 12/3 原案可決 11 7 4 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ 議
議案第74号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案 12/3 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第75号 大潟村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第76号
大潟村行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例案

12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第77号 大潟村議会議員及び大潟村長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第78号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第 79 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第80号 大潟村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例等の一部を改正する条例案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第81号
～

議案第91号
指定管理者の指定について（詳細はP3を参照） 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第92号
～

議案第97号
令和7年度補正予算案（一般・特別・企業） 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳　
　

情　
　

等

陳情第8号 夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現のため
国に意見書提出を求める陳情 12/9 採　 択 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳情第9号 ケア労働者の処遇改善のため、報酬10％以上引き上げを求め
国に意見書提出を求める陳情 12/9 採 択 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳情第10号 「介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める」国への意見書提出を求める陳情書 12/9 採 択 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳情第11号 最高裁判決に基づきすべての生活保護利用者に対する速やか
な被害回復措置を求める国への意見書提出の陳情書 12/9 採 択 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳情第12号 「小・中学校給食費の完全無償化」のため、秋田県へ財政支援を求める意見書提出の陳情 12/9 採 択 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳情第13号 インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措
置を継続するよう求める意見書を国に送付することを求める陳情 12/9 採 択 11 9 2 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

要望第2号 大潟村における脱炭素先行地域事業の推進に関するお願い 12/9 不 採 択 11 1 10 × × × × × × × ○ × × × 議

議　
　

員　
　

提　
　

出

意見書案第6号 夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める意見書案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
意見書案第7号 ケア労働者の処遇改善のため、報酬10％以上の引き上げを求める意見書案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
意見書案第8号 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める意見書案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

意見書案第9号 最高裁判決に基づきすべての生活保護利用者に対する速やか
な被害回復措置を求める意見書案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

意見書案第10号 「小・中学校給食費の完全無償化」のため、秋田県へ財政支援を求める意見書案 12/9 原案可決 11 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

意見書案第11号 インボイス制度の事業者負担を軽減する経過措置を継続する
よう求める意見書案 12/9 原案可決 11 9 2 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

15 大潟村議会だより　162号



　昨年の議会では、㈱オーリスへの増資の議案が一度否決、後の臨時会で修正されたものが、可
決されるという波乱があった。賛成した議員も、村当局の対応の遅さや説明不足は否めないと
感じていたのではないか。今回の議会では、議長が議長席を降り、総括質疑をおこなう、ただ

ならぬ場面があった。総括質疑は村長説明に対して疑問を呈する機会であるが、村当局の対応の遅怠、その場しの
ぎの、ちぐはぐな村の説明を幾つか指摘されていた。村当局の緊張感不足、対応の稚拙さが目に余り、言わずには
おれなかったのではと感じた。正に、一事が万事ではないか。� （広報編集副委員長　大井　圭吾）

　今議会より、議会改革の一環として傍聴者アンケートを実施いたしました。結果を報告
いたします。５名から回答いただきまして、誠にありがとうございました。皆様どうぞお
気軽に傍聴においで下さい。

問１　�本日議会を傍聴された理由を教えて
ください。（複数回答可）

　⃝村議会や村政に関心がある� ２名
　⃝議員の質問内容に関心がある� ２名
　⃝議員や知人に誘われた� １名
　⃝その他� ３名

問２　発言の内容についてどう思いましたか

　議員の発言
　⃝理解できた� ４名
　⃝おおむね理解できた� １名
　村長等の発言
　⃝理解できた� ５名

問３　今後も傍聴したいと思いますか。

　⃝また傍聴したい� ３名
　⃝あまり傍聴したいと思わない� ２名
　　＊理由

・あまり関心がないから
・途中で眠くなったから

あ
の
人

こ
の
人

村
の

国
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交
流
員
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セ
ン
さ
ん

　

大
潟
村
役
場
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務
企
画
課
の
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交
流
員
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ベ
ウ
ホ
ル

ト
・
ラ
ス
ム
セ
ン
と
申
し
ま
す
。
31
歳

で
、
今
年
８
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
着

任
前
は
母
国
デ
ン
マ
ー
ク
の
大
学
に
在

籍
し
、
２
０
２
３
年
に
国
際
基
督
教
大

学
、
２
０
２
５
年
に
早
稲
田
大
学
へ
交

換
留
学
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
は

東
京
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
趣
味
は

ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
で
す
。

　

現
在
は
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
海

外
か
ら
の
お
客
様
の
通
訳
、
デ
ン
マ
ー

ク
に
関
す
る
講
義
な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
着
任
し
て
最
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
、村
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
さ
で
す
。

着
任
直
後
に
散
歩
を
し
て
い
た
際
、
多

く
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
お

野
菜
ま
で
お
土
産
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
優
し
さ
に
触
れ
、
大
潟
村
で

働
け
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

問４　�議会・議員に期待することは何ですか。
（複数回答可）

　⃝村政へのチェック� １名
　⃝積極的な政策提案� １名
　⃝村民の声の反映� ２名
　⃝ホームページ等を活用した情報発信� １名
　⃝議員のなり手不足の解消� １名
　⃝報告会や懇談会の開催� ２名
　�その他
　�　今特にこども園の話題でいっぱいです。
保護者・家族・そして全村民にもわかりや
すく知りたい。不安な方もいるみたいです。
こども誰でも通園制度というものができる
んですね、全国一斉に。

問５　�本日感じたことや、村議会全般について
ご意見がございましたら、ご記入下さい。

　＊�一般質問を分割していて、みんなの集
中力が保たれていてよかった。

　＊動画視聴促進等も考えてほしい。

傍聴者アンケート12月議会

こども園なかよし発表会（12月13日）
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